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梨木 香歩 

（なしき かほ 1959年鹿児島県生まれ） 
同志社大学卒業。デビュー作『西の魔女が死んだ』

（小学館）で日本児童文学者協会新人賞、新美南吉児
童文学賞、小学館文学賞を受賞。その他小説、絵本、
エッセイなど著書多数。 
 

映画化もされた『西の魔女が死んだ』で注目され

た著者ですが、今回おすすめするのは最新作『岸辺

のヤービ』（福音館書店）です。 

 緑豊かな湖沼地帯にある寄宿学校の教師である

「わたし」は、ある日近くの三日月湖マッドガイド

・ウォーターで二足歩行するハリネズミのような不

思議な生き物「ヤービ」と出会い、一粒のミルクキ

ャンデイを手渡したことがきっかけで彼との交流

が始まります。ヤービの口から語られる、水辺の生

き物たちの穏やかな暮らしと彼らが抱える悩みや

未来への不安…。 

 生きているものは生きているものを食べなけれ

ば生きていけないのか、温暖化などの環境変化がヤ

ービたち小さな生き物のユートピアを奪いかねな

いということ、児童文学ならではの優しい文章なが

ら考えさせられます。 

生き物みんながつながり、自然の一部になってい

くことを望むヤービの最後のひと言に、胸が熱くな

るのは私だけではないはずです。（桜ケ丘分館 角） 

 

 

 白洲 信哉 

（しらす しんや 1965年東京都生まれ） 
大学卒業の年に英国留学。帰国後はもと内閣総理大

臣細川護熙氏の公設秘書を務める。白洲次郎と随筆家
の白洲正子、小林秀雄の孫。著書に『白洲次郎の青春』
（幻冬舎）など。 

 

今回、ご紹介する本は『白洲スタイル』（飛鳥新

社）です。2009年に出版されたこの本の表紙に「白

洲次郎、白洲正子、そして小林秀雄の“あるべきよ

うわ”」とあります。幼い時より祖父母の薫陶をう

けて育った著者の境地が語られています。イギリス

に遊学した時には毎日、絵葉書を書いていた著者は、

それまでは筆不精だったそうです。「イギリスから

帰国してまもなく、漢字やひらがなの文字が美しく

見えた」という一行に非凡さと美意識を感じました。

骨董との付き合い方の他、ライフスタイルに白洲流

が。魅力的な 1冊です。 

国際人の第一条件はどんな国の人に会っても「私

はこういう人間です」と言えることだと河合隼雄氏

は語りますが、（『縁は異なもの』白洲正子・河合隼

雄/著(河出書房新社)より）これからの時代に必要な

ことなのかもしれません。 （桜ケ丘分館 日比野）

 

図 書 館 だ よ り 

ボ ラ ン テ ィ ア 募 集 中  

人と本をつなぐ架け橋をつくりませんか？図書館本館では、次のようなボランティアを募集しています。 

本館での絵本の読み聞かせボランティア、「赤ちゃんタイム」（乳幼児の見守り）ボランティア 

職 員 の お す す め 《 こ の 書 き 手 に 注 目 ！ 》 

本館での本の整理、本の修理など 

●かにっ子タイム：土曜日午後２時～２時３０分  
 絵本の読み聞かせや紙芝居など。担当回数は年６回程度で、ご相談に応じます。 
条件：子どもと本が好きな方、年間通して活動できる方。 

●赤ちゃんタイム：第２・４木曜日午前１０時３０分～正午 
 保護者の方のお手伝いで、赤ちゃんを抱っこすることがあります。担当回数はご相談に応じます。 
条件：乳児を抱っこできる方、年間通して活動できる方。 

 

●本の整理：午前９時～１０時  返却された本を書架に戻し、整理する作業です。 
 条件：図書館の分類規則や場所について予め勉強していただける方。 
●本の整理：随時、館内整理日  本の破れやページ取れを直す作業です。 
 条件：修理のしかたについて予め勉強していただける方。 
 
 
 

活動前に、簡単な説明会をします。ボランティアに関するお問い合わせは、可児市立図書館本館 まで 

〒509-0214 岐阜県可児市広見 570-5 TEL：0574-62-5120  FAX：0574-62-5303 
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分類 書名   著者名 出版者名 

     情報、心理         

007.3/ｺ/ IoTビジネスモデル革命 

 

小林啓倫／著 朝日新聞出版 

  クルマや家電から、フォークや歯ブラシまで、あらゆるモノがネットにつながり、新たなビジネスモデルを

可能にしている。「IoT（モノのインターネット）」が次世代のビジネスをどう変えていくのかを解説する。 

159.4/ｲ/ 変わり続ける 

 

出井伸之／著 ダイヤモンド社 

  リポジションとは、自分が置かれている環境を意識的に変えること。出井伸之が、自分の価値を高める

方法としての「リポジション」という考え方とその方法を紹介する。 

歴史・人物・地理       

204/ﾏ/ 18歳から考える国家と「私」の行方  東巻・西巻 

 

松岡正剛／著 春秋社 

  東西の近現代史を俯瞰する、高速の「編集的歴史観」。日本人としての歴史観をもつための切り口をい

くつも提供する。東巻は、日本とアジアと資本主義列強の近代的出発点の矛盾を考察。西巻は、中東

問題や大衆ポピュリズム、ネット社会に現れた現在の矛盾を考察。 

231/ｼ/1 ギリシア人の物語 １ 

 

塩野七生／著 新潮社 

  ギリシアに誕生した民主政の実像とは何か。なぜ機能したのか。少数兵力で巨大ペルシア帝国を破っ

た民主主義の力とは。「ローマ人の物語」へとつながる「それ以前の世界」、西洋文明の源流であるギリ

シア人の歴史を描く。 

234.0/ﾅ/ アウシュヴィッツの手紙 

 

内藤陽介／著 えにし書房 

  アウシュヴィッツ強制収容所の実態を、主に収容者の手紙の解析を通して明らかにする郵便学の成

果。手紙以外にも様々なポスタルメディア（郵便資料）から、意外に知られていない収容所の歴史をわ

かりやすく解説する。 

280.4/ﾐ/ 五色の虹 

 

三浦英之／著 集英社 

  日中戦争の最中、旧満州に存在した最高学府「満州建国大学」。日本、中国、朝鮮、モンゴル、ロシア

の若者が「五族協和」の実践をめざし夢見たものとは？スーパーエリートたちが生き抜いた戦後を追う。 

281.0/ﾂ/ まなざし 

 

鶴見俊輔／著 藤原書店 

  稀代の“不良少年”哲学者の核心にあった「弟」性を如実に示す姉・和子への率直な感謝、自らの系譜

への清澄な視線、そして岡部伊都子、小田実ら、戦後を共に生きた先人・友人への想いを綴る文集。 

291.5/ﾀ/ 「飛山濃水」-絶景の源流 

 

竹内宏／写真・文 中日新聞社(発売) 

  飛騨の名峰が峻険な景観を見せる「飛山」、美濃の山地と木曽三川が景観を織りなす「濃水」。その「飛

山濃水」の山々、源頭・源流の圧巻の姿を、１１０枚の写真と文で伝える。 

社会         

310/ｻ/ 小学校社会科の教科書で、政治の基礎知識をいっきに身につける 佐藤優／著 東洋経済新報社 

  小学校 6年生の社会科の教科書をベースに、大人にとって必要な政治の基礎知識をいっきに身につ

けるユニークな本。国会、内閣、憲法など 7項目について、対談形式でわかりやすく解説する。 

367.7/ｷ/ 老いた親を愛せますか? 

 

岸見一郎／著 幻冬舎 

  アドラー心理学の第一人者が、自分の母の看病体験、父の介護体験を軸に、どうすればよい親子関係

を築けるか、看病や介護をする時にどんなことを心がければいいかなどについて考え、ありのままの家

族の関係を提言する。 

379.9/ﾏ/ 3歳からの今どき「外あそび」育児 

 

前橋明／著 主婦の友社 

  キレやすい、集中力がない、友だちとうまく付き合えない、意欲や気力がない…。子どものそうした症状

は、成長期の運動不足が大きく関係している。外あそびの大切さと、様々なあそびを紹介。 

 

あたらしく入った本 
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自然科学・医学       

449.3/ｵ/ 旧暦読本 

 

岡田芳朗／著 創元社 

  旧暦と新暦の違いという基礎知識をふまえながら、二十四節気と七十二候、六曜と九星、地方暦やア

ジア・ﾖｰﾛｯﾊﾟの暦などをくわしく解説。天文学的知識や貴重図版も多数収録。 

474.7/ﾎ/ 菌世界紀行 

 

星野保／著 岩波書店 

  北極、南極、そしてシベリア。大の男が這いつくばって、世界中の寒冷地にきのこを探し…。雪や氷の下でしたた

かに生きる菌たちの生態とともに綴る、爆笑・苦笑・失笑必至のとっておき〈菌道中〉。 

493.9/ｼﾞ/ 10代の脳 フランシス・ジェンセン／著 文藝春秋 

  可愛かったあの子が、「死ね」と豹変する反抗期。この 10年で飛躍的に進んだ10代の脳の研究によって、成長過

程ゆえの様々な問題と利点が判明した。脳科学の最先端から、思春期の子どもへの接し方を探る。 

技術・家政         

589.2/ﾅ/ 990円のジーンズがつくられるのはなぜ? 

 

長田華子／著 合同出版 

  中国に次ぐ世界第 2位の衣料品輸出国、バングラディシュ。だがその労働環境は劣悪なまま。縫製産業で働く女

性たちの経済状況、取り巻く社会や家庭内の様々な問題を調査し、グローバル化した世界の現実を考える。 

599.3/ｼ/ 食物アレルギーをこわがらない!はじめての離乳食 

 

伊藤浩明／監修 主婦の友社 

  食物アレルギーに関するママの不安＆カン違いがなくなる！赤ちゃんの食物アレルギーに関する「正

しい知識」をはじめ、離乳食のはじめ方・すすめ方、赤ちゃんの診断と治療を解説する。 

芸能・スポーツ       

772.1/ｶ/ カーテンコール 

 

川島なお美／著 新潮社 

  女優として舞台に立ち続け、最後まで「川島なお美」を演じきった妻と、妻の余命を知りながら支え続けた夫の奇

跡の物語。川島なお美が生前、書き記していた手記に、夫・鎧塚俊彦が書き継いだ「まえがき」等を加えたもの。 

780.6/ﾓ/ 新国立競技場問題の真実 

 

森本智之／著 幻冬舎 

  計画全体の白紙撤回という前代未聞の展開となった新国立競技場問題。なぜこんな大失態となったの

か。「帝国陸軍を彷彿とさせる壮大な無責任体制」に、緻密な取材で斬り込む。 

日本文学－小説・エッセイ       

913.6/ｱｵ/ 学校の近くの家 

 

青木淳悟／著 新潮社 

  ちょっと変わった先生。母の謎と PTA。男子と女子の攻防。隣町への小さな旅…。「5年生男子」の視点

から克明に立ち上がる、驚くべき世界像。三島賞作家による前代未聞の〈小学生小説〉。 

913.6/ｱｵ/ つまをめとらば 

 

青山文平／著 文藝春秋 

  去った女、逝った妻…。瞼に浮かぶ、獰猛なまでに美しい女たちの面影は、いまなお男を惑わせる。江

戸の町に乱れ咲く、男と女の性と業-。全 6篇を収めた武家小説集。第 154回直木賞受賞作。 

913.6/ｲﾄ/ 薄情 

 

絲山秋子／著 新潮社 

  よそ者が本当によそ者になるのは、よそ者と言われた瞬間からなのだ－。何事にも熱くなれない男は、

自らの内面と向き合った末、ひとつの答えに辿り着く。 

913.6/ｶｸ/ 坂の途中の家 

 

角田光代／著 朝日新聞出版 

  刑事裁判の補充裁判員になった里沙子は、子どもを殺した母親をめぐる証言にふれるうち、彼女の境

遇にみずからを重ねていく。虐待死事件と〈家族〉であることの光と闇に迫る心理サスペンス。 

913.6/ｼﾝ/ ニューカルマ 

 

新庄耕／著 集英社 

  大手企業の関連会社に勤務するユウキ。リストラ騒動で将来への不安が募る中、救いを求めたのはネットワークビ

ジネスだった。成功と転落を経験し、仕事も友人も失った彼が決断した最終手段とは。 

913.6/ﾄﾞｳ/ 蛮政の秋 

 

堂場瞬一／著 集英社 

  

新聞記者・南のもとに送られてきた、政界を揺るがす1通のメール。送信したと思われる人間は姿を消し

ていた。真相を追い求めた先にあるものとは…。虚実入り乱れる情報社会を捉えた長編小説。 
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913.6/ﾌｼﾞ/ 青い真珠は知っている 

 

藤本ひとみ／著 講談社 

  伊勢志摩、緑の海で起こった怪事件。忽然と消えた青い真珠と 1人の海女。成功を手に故郷に降り立つ男の目

的は？探偵チーム KZが、証拠なし証人なし、30年の時に埋もれた謎に挑む。 

913.6/ﾏﾔ/ 当確師 

 

真山仁／著 中央公論新社 

  敏腕選挙コンサルタント、聖達磨がこのたび引き受けたのは、高天（たかあま）市長選挙で、現職市長

を打倒するというミッション。聖は意外な人物を候補に擁立し、市長の牙城に挑むが…。 

913.6/ﾑﾗ/ 消滅世界 

 

村田沙耶香／著 河出書房新社 

  「セックス」も「家族」も、世界から消える…。人工授精で子供を産み、無菌の家族をつくる、人間の本能

の行方は？日本の未来を予言する物語。 

913.6/ﾖｼ/ 悪名残すとも 

 

吉川永青／著 KADOKAWA 

  天文 9年、毛利元就の居城に尼子軍が攻め寄せようとした時、援軍が現れた。その大将を務めるのは

20歳の陶隆房。尼子軍を打ち破った隆房は、毛利元就の戦友として親交を深めていくが…。 

913.6/ﾓﾄ/ 異類婚姻譚 

 

本谷有希子／著 講談社 

  専業主婦の私は、ある日、自分の顔が夫とそっくりになっていることに気付き…。「夫婦」という形式への違和

を軽妙洒脱に描く。第 154回芥川賞受賞作。表題作ほか全 4編収録。 

914.6/ｶﾜ/ たましいのふたりごと 

 

川上未映子／著 筑摩書房 

  作家・詩人として日本文学の最前線を疾走する川上未映子と当代一の人気歌人・穂村弘が、ジャンル、性別、世代を超え、創

作の秘密から恋愛観、ひとに言えない性癖まで、78のキーワードで攻めあった迫真のトークセッション。 

外国文学         

949.8/ﾐ/4 ミレニアム ４上巻・下巻 ダヴィド・ラーゲルクランツ著 早川書房 

  アメリカの NSA（国家安全保障局）は産業スパイ活動を行う会社から人工知能研究の権威バルデル教授が研究成果を持ち出

したとの情報を得る。折しも NSAのネットワークに何者かが侵入。不屈のジャーナリスト、ミカエルは…。 

983/ﾄﾞ/ 『罪と罰』を読まない 

 

岸本佐知子／著 他 文藝春秋 

  ドストエフスキーの「罪と罰」を読んだことがない 4人が、果敢かつ無謀に挑んだ“読まない”読書会。僅かな手が

かりから内容を推理、その後みっちり読んでから朗らかに語り合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開館時間【本館】平日 10:00～19:00、土日祝 10:00～17:00  

【分館】全日  9:00～17:00 

休館日 毎週月曜日、毎月最終金曜日 

（2月 1,8,15,22,26,29日） 

 

「図書館だより」2016年 2月号 

発行：可児市立図書館  編集：長谷川（本館）  電話（0574）62-5120 

資料検索・予約は http://www.kani-lib.jp/ をどうぞご利用ください。 

 

携 帯 用

サイト 

  

 

展 示 の ご 案 内 

■１／３０（土）～２／２５（木）■   

文人の書画展 

（本館１階） 
本居宣長、堀口大學、佐藤春夫、保田與重郎など

の書画や直筆の書簡などを展示します。市内在住

の佐藤直樹氏の所蔵品です。併せて図書館で所蔵

する関連文学作品も展示します。 

■２／２７（土）～３／２４（木）■   

史跡めぐりウォーキング展 

（本館１階） 
有志の皆さんで市内の城跡や古墳といった史跡

を巡るウォーキングを開催しました。その様子

をパネルでご紹介します。 

（市役所文化財課） 

 

図書館桜ケ丘分館は、桜ケ丘公民館の点検による停電のため、臨時休館します。 

  平成２８年 ３月２０日（日） 午前９時～午後１時 
※午後１時から開館します。本館と帷子分館は通常どおり開館します。 

http://www.kani-lib.jp/

